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基準標準原価計算思考について

標準多様化の意義一一

野村秀和

はしがき

本稿でとりあげる基準標準原価計算思考についての研究は，標準原価計算論

の研究としてすでに発表してきた「形成期における標準原価引算論の管理的性

格の意義J"および 1"リ旦ソの標準原価計算論における原価差異分析につい

てPの論文の続稿である。前三稿では192日年代におけるアメリカでの標準原価

計算に焦点をしぼり，標準概念と原価差異について検討壱してきた。ぞして.

最初の論文の末尾のところで研究の展開方向を私は次のように書いた，すなわ

ち「このように理解して，はじめて標準原価概念やその差異分析のすでに述べ

た変遷の性格を適確に捉えることができるはずである。そしてそれはいうなら

ば，まさに矛盾の進行に対応した標準原価計算思考の「発展』である。

そして，このような標準原価計算思考のいわゆる『発展』は. 29年恐慌壱経て，

30年代には，標準の多様化という形をとれますます矛盾の進展に対応した理

論を構成していくのであるが，これらの点については，稿をあらためて論ずる

つもりである。」町と。

標準原価計算思考における標準の多様化にワいてはいろいろな見方があろ

う。そのなかで，基準標準原価計算思考をとくにとりあげたのは，標準の多様

化における基準原準原価計算思考の位置に特別の内容を与えることができると

みたからであれ このことは， 換言すれば， 管理的視点からみたばあいの標

1) 拙稿， r経済論議」第四巻第 5号，昭和40年 5月号。
2) 拙稿， r経済論叢j智96，巻歯l号，昭和40年 7月号。

3) 拙稿，形成期における標準原価計算論の管理的性格の意義， r経済論叢」第95巻第5号，昭和

40年 5月号 62ページ。
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準原価計算論における標準概念に新しい課題を担なわせたとみられるからであ

る。

しかも，このような基準標準原価計算思考は， 1930年代になって理論上一般

化してきたものであれ標準原価計算における標準多様化の意義を明らかにす

るためには，この基準標準原価計算思考の性格を，それまで中心的に問題とさ

れてきた当座標準原価計算思考と対比して分析し，その生成基盤との関連とと

もに，その論理構造の性格と役割についても，一定の評価壱与え Cおく乙とが

必要と考えられるからである。

標準原価計算の研究なかでも経営管理における標準原価計算理論の性格と役

割を研究するうえで，かかる問題を避けてとおれないことは明らかであろう。

本稿はこのよろな意味から，標準多様化の典型として，基準標準原価計算思考ー

をとりあげたのである。

1 標準原価計算論における基準標準原価計算論

原価計算理論のなかに標準原価計算思考が登場して〈る理論的契機として

は 2つの面が問題とされる必要があろう o もちろん，原価計算実務という会

計現象のなかではこの両側面を明確に区別することはかなり困難ではあるが，

理論的アプローチとし1は以下に述べる 2つの商を概念的に分離して分析する

ことは重要な己とである。

その第 1は， r真実の原価」とは何かを追求するなかから形成されてくると

ころの， 財産評価(製品，半製品，仕掛品の評価)と結合する「原価」認識上の

議論としての財務会計的側面からの標準原価計算思考でありの，他の 1つは，

原価引下げ，能率増進をモ vト-1:する原価管理の立場，換言すれば管理会計

的アプローチからの標準原価計算思考である。

本稿での分析視角は，いうまでもなく管理視点に主要な焦点壱しぼった標準

原価計算思考の研究である。したがって，それに必要な限りでの財務会計上の

4) 例えば』岡本清j 真実の原価をめぐる実際原価と標準原価との抗争， r会計」第80巷第3. 4 
号昭和36竿 9.1(1月号参問。
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標準原価計算思考に言及することがあっても，それを主要な問題として展開し

てはいないのである民

ところで，管理会計上の問題として登場する標準原価計算は，まず，当座標

準原価概念として生成する。この当座標準原価概念は，他方では財務会計上で

いう「真実の原価」としての理論的展開も同時に問題とされているのであるが，

原価管理の立場からみるとき，この当座標準原仙の標準の多様化が，そしてそ

れを史的にみたばあい標準自体の弛緩化傾向がみられるのであり， ζ の点に原

価管理上の特徴がでているのである。そしてこれは 種の標準の多様化といえ

るものではあるが，しかしそれはあくまでも当座標準原価の概念内での「当座

標準の多様化」ないし「その弛緩的変遷」であって，本稿で問題としようとす

る基準標準原価概念による「標準の多様化」とは異質のものないし低次元のも

のなのである。

したが η て，とこでは，当陣標準原価概念の多様化ないしその変遷について

は前稿での結論を引用するにとどめておこう o すなわち「標準原価概念は.20 

年代末までに，だいたいの方向として完全条件のもとにおけるあるべき原価→

正常条件のもとにおけるあるべき原価→実際原価の到達目標としての原価→達

成かつ維持可能な原価，というように変遷してきたといってよい。J" 

このように，当座標準原価計算思考の内部における多様化ないじ史的変遷が

みられるわけであるが，それとともに他方では，当座標準原価概念に対応する

基準標準原価概念が登場してくるのである。基準標準原価計算理論の文献史的

展開は次章で扱うが，すでに20年代初期にも若干の論攻が素朴な形でみられる

のである。しかし，芸準標準原価計算の理論的確立はやはり 1932年のキャマ γ

におかなければならないであろう九

基準標準原価概念と当座標準原価概念とを対照させたI:J::あいs 当座標準原価

目 標準原価計算の研究としては，この 2つの側面を含むのが当然であるが，管理会計の研究のー
部として標準原価計葬をとり扱ってし、るはあドは，本稿のごとき限定をつけざるをえないのであ
る。

6) 拙稿，前掲論文， 56-57ページ.
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は現時点でのなんらかの目標値一一この目標のタイトネスには若干の多様性が

あるとはし、えーーを示す概念であるのに対し，基準標準原価は測定の尺度とい

う内容をもった標準概念であるところに大きな特徴があるといえる。当座標準

原価が「現在の原価=実際原価」の目標額を示すのに対し， 基準標準原価は

「現在の原価=実際原価」の測定尺度を示す標準概念であることは，当座標準

原価概念と基準標準原価概念とは標準原価計算思考における標準概念としてま

ったく異質のものであることを示しているとみるととの論拠であしこれによ

ーって，当座標準原価概念の多様化とは質的にちがった意味でのすなわち真の意

味での標準原価計算論における標準の多様化の成立とみることのできる指標と

なるものである。

当座標準原価概念か現時点での目標額であるとも、うことは，原価管理の手段

が実際原価と当座標準原価との原価差額に向けられるということを意味してい

る。このように原価差異分析が原価差額に向けられる点が，当座標準原価計算

思考の特徴である。他方，基準標準原価概念のばあいには，測定尺度という標

準の性格からして，原価管理の方法は原価差異分析をすべて基準標準に対す'る

比率の形でとり扱うことになる。ここでの特徴はL、わゆる「時間比較」といヮ

た形の比率の趨勢分析と価格の当座水準をこの比率に関連させることによって

得られる能率分析ということになる。

キャマンによる基準標準原価計算思考の導入は，後に詳しくみるように，当

座標準原価計算の欠陥を暴露し，それに代りうるものとして，基準標準原価概

念を確立したのであるが，それ以後のとくにアメリカにおける 30年代の原価計

算理論での扱い方は，とれも後にみるとおり，標準原価計算思考の 1つの概念

として，当座標準原価概念と並行して基準標準原価概念壱扱。ているのが一般

的であるのかくのごとき現状からみると，標準原価計算思考における標準の多

7) 基準標準原価の説明白iまあい キャマ γ棒引合いに出している文献の中の主なものは次のとお
りである。 T.H. Sanders， Cost Accou叫が~g fo'Y Co叫四1，2. ed.， 1934， p. 386; J. A. Scott. 
Budgetary C()附 01and Standard Costs. 1939， p. 80; J. H. March， Cost A印 刷ting，1949， 
p. 70; C. T. Devine， Cost Acco怖~t~ng and Analysis， 1950， p. 473; C. B. Nickerson， 
Manage仰 a1Cost Accou私tingand A旬叫ys'is.2. ed.， 1962. p. 302， etc 
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様化として，基準標準原価概念が当座標準原価概念と並んで標準原価計算論の

なかで理論的に問題とされているのであれこの点からいえば， 30年代におけ

る原価管理の特徴をみるばあい基準標準原価計算思考ーの研究は不可欠のものと

ならざるをえないのである。しかしながら，大切なことは，かかる史的展開のな

かで基準標準原価概念に正当な位置づけ壱与えることなのであり，もし，そう

ではなくて，不当に過大な評価を与えたり，あるいは全〈これを無視してしまう

ならば，標準原価計算理論の研究として不十分なものといわなければならない。

ぎて，当座標準原価概念と基準標準原価概念のちがいについて，さらに具体

的に立ち入るならば，両者の標準原価概念においての差異ほ，価格変動要因壱

標準原価設定のばあいに排除するか否かによって分れるのである。基準標準原

価計算理論においても，物的標準条件の変化があったばあいには，標準の修医

が問題となるというのが一般的でありへ したがって， あくまでも価格変動の

影響を断ち切ることによれ測定尺度としての意味を保持しようというところ

に重要な特質があるものと考えられている。 Lたがって，ある一定の生産諸条

件を前提としたところの測定尺度いってみれば生産諸設備にお付る技術革新が

比較的に生じていない段階で現実的に問題となりうる性格のものとみることが

できるであろう。その意味では，当座標準原価概念よりも物的標準に対して力

点を置いているともいえ，また同ーの施設での時間比較の側面をとくに重視し

ているとみてよいであろう。

これらの基準標準原価概念に固着する諸性格は，この概念の生成の意義のみ

ならず，その理論の展開過程における「限界」を也暗示するものである。

E 基準標準原価計算思考の文献史的展開

基準標準原価計算思考の繭芽は，原価計算理論のなかに当座的理想標準壱中

8) Eric A. Camman， B田容cStandaグdCosts. 1932， pp. 50-51 

9) 拙碕，ハリ λYの標準原価計算におげる原価差異分析. ，経済論葺J第96巻第1号，昭和40年
7月号.23へージ。なお，山辺教授は基準標準原価概念の芽生えは， 1903年に尭表されたギヤリ
の論文の中にもみられると指摘している。山辺六郎，革本的標植原価計算の研究 計. ，経営と
経済」第48号z 昭和23年8月.15ベ ジ，同，三つの標準原価計算論付. ，産業経理J第10巻
第6号昭和25年6月号.，23へづ参照。
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心とする標準原価計算思考が登場してくる際にすでにみられるのである。標準

原価計算論の完成者ともみられているハりス yめのばあい， 1919年の論文で当

座標準原価の説明のあとで「前述のなかでは述べていなし、さらによい利点は，

時点をちがえて作られた能率報告書を統一基準に結びつけj町て比較すること

であり， i昨日の標準と比較された今日の原価壱示す方法がないならば，能率

情報の値うちの大部分は失なわれることになるj山と書いて，基準標準に言及

している。彼はまた， 1920年に発表した論文明の中でも，基準標準原価なる用

語を使用している。しかし，これらは概念的には明確であるが，体系として掘

りさげられ展開されているものではなかったロ

1919年10月に N A 仁 A. (Nation;;J.l Association of Cost Account日 ts) が創

され，その影響などから， 20年代のアメリカにおいて原価計算の書物が数多

〈出版ぎれた。そして，その内容は原価管理なかでも標準原価計算に言及した

ものが多いのであるが，基準標準原価計算概念について詳しく展開した書物は

みあたらないのである。

しかし， N.A. C.A の B叫 leti切などには，例えば1923年には，ワローノレ

が， i測定単位としての標準J13)という概念を述べているし，キャマ Y もまた，

1926年には「製品の標準原価は，材料費，労務費および製造間接費の原価諸要

素壱製造指図書に固定基準価額で計算することで得られる原価と定義できる J14)

と書いているのである。

以上に示した N.A.C. A. の .Hultet叫の他に，いくつかの論文をキャマ Y

は書いているが町， 基準標準原価概念の確立はやはり， 1932年のキャマンによ

10) 11) G. C. Harrison， .. Cost Account四 gto Aiu Pro山 νUon-IX"， lnrius /;ria~ 1出処agem印式

June 1919， p. 486 
12) G. C. Harrison， "Sclenti:IIc Basis fo[" Cost Accouuting "， T旬 dustrial'.tl1a叩 'gM1:“nt，Mar 

20， pp. 238-39 
13) W. F. Worrall，“ Standard Costs-How tu E凶tal>hshand Apply Them ヘ双 A.C.A 

OJftcial Publications， Vol. 4. No. 16， May 1， 1923， p. 3. 
14) 瓦zエc A. Camman，“Uses of Standards Costs ". N. A. C. A. B叫 leti肌 Vol.7， No. 12， 

Feb. 15， 1926， p. 439 
15) 例えば. Standard Cost Sys担 m，CertザedPubUc Account肝 ll，SepL. 1927; StaII.dard Cost 

Analysis， Ma問 .gementNews， ]an. 1927; .Standard Costs; E叉ecuhveTool of Increasing 

Value， Facto叩. Tan. 1927.; Use of Standard Cost， P:包括lp and Popet P刊>ft t~ ， N ov. 1926 
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る Hasic St側 dardCostsの出版までまたなければならない。 体系的な展開は

この書物により初めて完成されたのである。

翌年の Aω uu叫附g Revieω 誌上には早速， サンダースによるキャマ Y の著

書の簡単な書評が発表されているロそれによれば，この書物は非常に満足 Fべ

き著作であるという書出しに始れ 「この書物のもっとも興味ある部分の一つ

は第 3章である。そこでは理想標準と基準標準の区別が記述されている。一

理想標準は期待原価であり， ・・他方，基準標準は唯，測定標準であり，変え

られることなく長期間保持ぎれているもの」町主紹介したあとで， この基準標

準原価は「素人にもまた忙しい経営者にもやきしい読みもの土は思えないであ

ろうが，ある程度の専門知識をもっ原価会計士は，キャマン氏の説いている概

念とその概念を包含した計算機構を理解するはずである」町と述べている。

紹介者のサンダース/;);， 1934年の彼の著書の中で「長期標準 longtime 

standardJ町とし、う用語で基準標準概念を扱い，その書物の第21章を事例紹介

として DanaCarpet Co における基準標準原価の計算を例示している 19)0

30年代には，サンダースの他に，エューナー町，スコヅト町，ブロッカーベな

どがその著書の中でそれぞれ基準標準原価概念について若干のベージをさくよ

うになってきているo しかし，必ずしも全ての著者が基準標準原価概念につい

て述べたわけではなし伊〉。だが， 原価計算に関する論文の中には，基準標準原

価計算壱理論的な面だけでなく，実務的に扱ったものがこの段階であらわれて

L 、る'"。

16) T. H Sanders， The Accounting Review， Vol. 8， No. 2， June 1933， p. 175 
17) Ib~d ， p. 176 

18) T. H. Sanders， Cost Account叩 gfor Co叫 vοl，2. ed.， 1934， p. 360 
19) Ibid.， pp :3曲一410

20) J. W. Neuner， Cost A“ounung， 1938，凹 458-59標準原価の 1っとして説明し山、るのだ
が，用語は Basicor "Bogey"を使用。

21) J. A. Scott， Budgetary Co叫四Z削 dStandard Costs， 1939， pp曲目標準原価の会計方法
のなかの第3法として解説している。

22) 1-G. Blocker， Cost Ac印刷ti包g，1940ιp.556 キャマνでなく，マックフ T~ ヲンドの論文

を引用してb、る (W.B. McFarland，“The B田 icTheory of Standard Costs". Accounti符g
R，四 ew，Vol. 14， No. 2， June 1939， pp. 152-55)。

23) 例えば， 'H. E. Kearsey， Standard Costs， 1933 ; G!over & Maze，ルrJanagerialControl.1937; 
C. F. Schlatter. A仇'ancedCost Accounting， 1939 
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40年代以後になると，著名な原価計算の書物には，まず一般的にいって標準原

価計算を扱うなかで，多くのばあい， ζ 〈僅かなページ(ばあいによれば数行のι

ともあ石が)を蓋準標準原価概念の説明に充てるのが普通のようになってきた'"。

このような事実から，キャマン以後とくに40年代からは，基準標準原価概念

は標準原価計算思考の中で市民権を得たと考えられるのであるが，それは考え

方としての市民権であッて，標準原価計算の主流ないしはその発展方向壱烹味

したものでないことは明らかである。むしろ，第 2次大戦以後の段階では，基

準標準原価概念すら姿を消してしまった原価計算の書物も出てくるのである酌。

とのよ号な基準標準原価概念の退潮に代り，それ以前から，いうならば基準標準

原価概念が一般の原価計算理論の中で市民権を確立する頃から形成されつつあ

った「新しい」原価管理思考が， I新たな」原価概念とともに登場してくるので

ある。

現実の経営管理なかでも原価管理の「発展」が，その 1つの表われとして基

準標準原価思考として標準の多様化という形をとって， 30年代の不況を背景に

生じてきたのであるが，同時に，現実の矛盾の「発展」に照応せる原価管理の

理論的「発展Jは，基準標準原価計算思考とは別の埋論，すなわち，不完全操

24) 瓜 A.C. A. Bullelinから 2つほど指摘しておこっ。 LloydF. Mogel. "Basic St叫 dardCosts 
as Applied to a Hosierymi1l "， Vol.16， No. 17， May 1， 1935; ]oseph A. Hill， "Basic Stan-
dard Cost Accounting Employing the'U::.e 01 Cost: Ratios"， VoL 21， No. 11， Feb. L 1940 

25) J. G. Blocker， ibid.， 2.ed.， 1948， pp. 375-76. 1940年の初版とそのとり扱いは全〈変っていな
い。 J.H， March， Cο" Aιω附 'lling，1949，. p. 70; C. T. D叫，ine，Cost Acco1t副作 gand A似匁lysis

1950. pp. 466-88独立の章として XXVI章をこの説明に充てている。 TheodoreLallg， Cost 
Accountants' Handbook. 1951， p. 271. Basic Stnndardsと Relationof R:l"ir:'to Current 

Standards の両語の説明を行なってし、る。 W. Keller， Management Accounttng 10r Projit 
Co叫rol，1957， p. 99.10年程度継続する標準とU、ヮた簡単なものである。L 工 VanCfl.Cost Acwu 

叫四g，Rev. ed.， 1958， pp. 373-74; C. F. Schlater &ミ1V.1-Schllater. Cost Aμo.叫同g，2. ed 

1960，pp. 569-70. C. B. Nil;k町田Il， .i11anagenal Cost ACC01ω'lfing and A何日1判町 2.ed.， 1962 
pp.302-07事倒紹介として扱われてu、る DanaCarpet Coは注目でサゾダ←スが扱ったもので
あるが，要点、を閏慌に示し口、る。 C.T. Horngrcn， Cost Accounling， 1962. p_ 13R標準のタ
イプの 1つとして， 11行で説明している。 T.K. Cowan， The Cost A“0駒山ngF-刑~clioκ1965，
p. 225.:1まとんど用いられ与いが標準原澗概念の 1っとして6行で紹介している。との他にC

Gillespie， R. L. Smithなどが“Bogey"Standardの用語で商単な説明をしているが崎して
おく c

26) 冊えば E.D. Bennett， Cost Adminislratio句 Cas6S and Not同， 196(); G. Shlllingl釦 V，
Cost Accownting AnaZysls and C01~tyol， 1961; C. W. Bennett， Standard Costs-How They 
Se1've Mode1"l~ Ma1協 g'刑 ent，1962; W. A. Terrill & A. W. Patrick， Cost Accountmg 101' 

Manage+nent， 1965 
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業の問題と関連せる固定間接費管理については予算統制と関連して弾力性予算

(変動予算)の理論が， 他方では， 労働過程に直結せる比例費管理の進展とし

て直接原価計算の理論があらたに登場してくるのである。

こうした原価管理思考の史的「発展」のなかで，基準標準原価計算の思考と

いうものを捉えることが，本稿のねらいでもあれまた，ここで問題としてい

る基準標準原価計算思考の性格を理解するうえで重要なことになるのである。

E キャマンの基準標準原価計算思考

すでにみたとおり，標準原何計算lごついてキャマ Y はいくつかの論文を書い

ているが， 105の表に附録として 11の図表壱合打 232ベージの彼の著書 Basic

5t醐 dardCosts. 1932により，彼の基準標準原価計算概念を全体として展開し

ている。

このなかのとくに「第3章理想ないし尺度としての標準原価」で，標準概

念および基準標準原価概念をまとめてとり扱っているので，その部分からの引

用により，キャ"， yの考え方を捉えてみよう。そして，それの具体的展開とし

て提示されている「理想標準原価の使用法と基準標準原価の使用法の聞の主要

な差異」と題する附表 3によれその計算例について若干の考察をしてみたい

と思う。

キャマ Yは「標準原価と L、う用語を使用する時，“標準..という単語の明確

な意味につし、ては若干の混乱があれ・・この単語が使われている意味はその

使用者の意図に依る」町のだといって，次の 3つの解釈を例示するのである。

それによれば「“標準けなる単語は次の意味に解釈される。

(1) 手本として用いられるべき典型，理想あるいは模範(Atypc， idcal or ex-

ample to be used as a copy) 

(2) 現想，優秀の規範あるいは達成の究極目標

(3) 尺度，規準すなわち程度，数量あるいは価値のある設定尺度J2S)

27) Eric A. Camman， B叫， 51仰 da1'liCosts-Control Accou叫叫gforM醐 ufacturingIndustries 
1932， p.34 
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キャマ Y が基準標準原価計算思考として問題にするのはこの第 30)意味であ

る。彼は「この第 3の意味は標準原価が尺度 (measuresor yardsticks) として

のみ設定されている時に適用され，それは材料費，労務費よそして間接費を正当

なる割合で包含するが，実際原価の主要な変動趨勢によって動かされない固定

価格水準による」町標準原価と規定している。

彼は続いて「標準原価が基準標準原価すなわち尺度ないじ代様書士して用い

られる時，仕掛品と製品の棚御高は帳簿トでは実際原価で繰り越され，それに

対応する標準原価は帳簿の欄外に表示される。 ・・かくて標準原価は，財務諸

表には表示されず， 全ての欄胸資産は実際原価水準で記入される Ja~) と書き，

さらと「基準“測定川標準原価が使われるとき，未吸収間接費のみが差異とし

て分離記帳され，棚卸資産は材料費，労務費の実際原価に現行製造能力の正常

率での間接費壱加えて計上されるJ31}と述べることにより， 彼の基準標準原価

概念の性格を基本的に提示している。かくてキャマンは，基準標準原価計算概

念を物量標準の不変を前提とした価格水準の変動のばあいの周定価格基準とみ

ているのであり，ただ，間接費は正常配賦率を予定しているため，間接費差異

のみが物量差異として生ずるのであるo

次に附録の第3図に示されている素材から，先に引用した基準標準原価概念

を端的に示すところの計算例をとり出してみよう叫。

附録の第3図は全部で7つの表から構成されている 1表から 4表までが前

提条件となる諸資料を示しており 5表に仮定された作業に基く取引内容が示

されている。

すでに述べたごとし基準標準原価は比率による原価管理が主要な方法であ

28) Ib~d.. p. 34 
29) Ibid.， p. 35 
30) Ibid.， p. 36 
31) lbid.， p. 37 
32) Ihid.. Chart III (AppeIldix)， pp. 41-50，に説明あり。なおI 本文での説明に使用のドル価

額は ChartIII の中で若干部分金額修正されている。なおj この内容は金田実教授により昭和
9年 (1934)に紹介されている(理想標準原価と基準標準原価， r会計」第加者第5. 6号)。戦
桂に山辺六郎教授は「標準原価計算」昭和24年の著書の270-73へージにかけて同じ紹介をして
b 、る。但し，両教授とも sを￥に直し，また若干のミスプリントもみられるが，ほぼその大意は
理解ぎれるものであるの
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部門|淵|よ|:|f額同 料費

量丙司金額

A 製品'

B 製品

C製品

E 

E 期待価格水準

労務費 90 X 材料費 80 

間接費 80 Y 材料費 70 

z 材料費 印

刷標準原価(理想)

75.00 

30.00 

100.00 

55.00 

125.00 

期待価格水準により修正されたもの

間接損|材 料 費
部門|労務費 l 1 | |時間|車 1金額 1種割|数量|価格 1金額

A 製品

56.50 

B 製品

28 20 5.60 X 140 40 56.00 

E 13.50 26 40 10.40 z 30 60 18.00 

27.00 16.00 74.00 

C 製品

E 
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実際価格水準N 

0

0

0

 

7

7

7

 

X 材料費

Y 材料費

Z 材料費

90 

80 

労務費

間接費

ー国一E
業

F 

作v 
E 

| 標準

理想)皿
'--' 

際実01 車

一
一
瞬
間
同

0

0

3

 

0

9

8

 

1
 

首f守生産額と直接骨務費

官官 部 門

A l s U80i@1000S12190 
@ 13.00 1，350 1同 B 1.5UO I @品目 1剛 =-1 

$ 2，430 事 2.580 $ 2，700 

第一部門

@ 4.50 58G 130 A 585 申 5.00 650 90 

@ 13.50 1.215 90 B 1，350 @ 15.00 1.350 
@ 67.50 5，400 80 C 6，480 自 75.00 6.000 108 

事 7.200 $ 8.415 $ 8，000 

$9.630 I 1I 10.995 I $ 10，7別|

1

2

3

 

4

5

6

7

8

 

比半

80 

塁

1

5

3

7

0

5

5

5

司

4

9

9

9

8

0

9

9

9

能

1

費

間 接 費 総 額

1;:;;:l 5，600 第 2部門 7，000 

予算 .$ 8.000 実際間接費 S 6，710 予草 事10.000

暖 収 間 接 費

@ 4，00 岨1120A2醐時間[ 田8 i@500 醐(
@ 5.60 560 I 100 B 2.940時間 58B 1 @ 7.00 700 
第 1部門$ 1，040 I 5，580時間@204 I S 1，116 $ 1，300 86 

@ 4.00 520 130 A 1.495時間 598 @ 5.00 650 92 

@ 10.40 936 90 B 2.340時間 936 @ 13.00 1，170 80 

@ 10.00 3，200 80仁 8.400時間 3.360 @ 5Q.OO 4，000 84 

第 2部門$ 4.656 12.235時間@404 $ 4，894 S 5，820 84 

$臥696I吸収間接費 I $ 6，010 事 7.120I 84.4 I 

， 

接間

9

0

1

 

1

1

 

2

3

4

5

6

7

8

9

 

1

1

1

1

1

1

1

1
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仕 入 材 軒

@ 40世 18，000 45.000 X@35ι 15，750 
@ 491/. 14.700 30，000 y申49< 14，700 
@ 60rt 9，600 16，000 Z申70， 11.200 

142.300 合 計 $: 41，650 

使 用 材 料

@担00 汁叫叩 3刷 I~ 岨 00 刊 77
@ 56.00 5，600 I 100 B 14，700 5，145 申 70.00 7，000 I 7a.5 

$ 9.440 I -x -25，260 凪841 $ 11，800 

@ 24.50 2，9γA 叶 2醐 I~間引 70 
串 49，00 3.920 I 80 C 8，800 4，312 I @ 70.00 5，600 77 

$ 6，860 I -y -14.800 I 7，252 $ 9，800 

判一 3竹 2 醐 I~ 曲師 3刷| 84 

@ 33.00 2.640 I 80 C 3.960 I 2.772 I @ 55.00 4.400 
4，440 I -z -7，560 I 5，292 $ 7，400 

$ 20.740 1 合計$21，3同 開，000

費料材

価格

70 
70 
70 

却

目

泊

四

使用高
110 
105 

100 

110 

120 

90 

剖

町

田

町

四

四

回

出

回

目

品

s 7.800 100 Jミ 耳 10.000
労務費及間接費 2，500 

X 材料費 4，000 
Y 材料費 3，500 

8 9.36ο 80 B $ 12，000 
労務費及間接費 4，000 

X 材料費 5.600 
Z 材料費 2，400 

$ 15，160 80 C $ 20，000 
労務費及間接費 10，000 

YZ 材材料料費費
5，600 
4，400 

32.320 合 計

製庫在

担

羽

田

町

諸

国

胡

4

岨
羽
叫
日
制
胡

(略)理想標準原価制

基準標準原価制

羽

田

材料(実際原価〉

(国)五両下両面 (33)
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仕採品ー材料

(実) (標)
(26) 8，841 11.800 

(実) (標)
(29) 7，252 9.800 

〔実) (標)
(~2) fa90 7.400 

仕掛品一労務費及間接費

(実)
棚卸1，710

(1.4)骨務費1，665

(12.15)間接費1.126
4，501 

〔実)
棚卸 2，040

(2.5)骨務費 2，850

(13.16)間接費斗昌生
6，414 

〔婁〕
棚卸3，920

(6)労萌費 6，480
(17)間接費 3，360

13.760 

棚卸
生産高:労間

材料
材料

合計
売上原価

残高

(実〕
9，300 
2，295 

3，000 
2，590、

17，185 
6，614 

10，571 

(標J
1，800 

1.850 
1.250 
4，900 

(標)
2，000 
2，850 

ム直旦
6，720 

(標)
4.000 
6，000 

4，00旦
14.000 

[A] 

(標〕
10，000 
2，500 

4，000 

3.500 

20，000 
7，70U 

12，300 

(ネ〉
93 
91.8 

75 
7< 

85.9 
85.9 

85.9 

き三

(串) 〈槙)
75 3.000 4，000 

4，200 5，600 

Y 

(串) 〈標)
74 3，500 

4，144 5，600 

z 

(実) 〔標)
1.716 2.400 
3.146 4.400 

A製品

(串) 〈標)

"' 
2，295 2.500 

91.8 

B製品

(実) (標)
3.816 4，000 

95.4 

C製品

(率) (標)
98 10，000 

98.3 

製 品

[B] 

(実〕 (標) (率) (翼〕
19，200 20.000 96 34.650 
3，816 4.000 95.4 9，830 

4，200 5，600 75 4，144 

1.716 2，400 71-5 3，146 

28.932 32，000 90.4 51.770 
11.594 12，.825 90.4 21.102 

17，338 19，175 90.4 30.668 

(581) 33 

(率)
75 [A] (36) 

75 [B](40) 

(率〉
74 [A)(37) 
74 (C)(44) 

(率)
7[.5(B)(41) 

7[.5 (c) (45) 

(事)
91.8 (35) 

(牢1
95.4 (39) 

(率)
98 3 (43) 

[cJ 
(標〉 〈串)
35.000 99 
10，000 98.3 

5.600 74 
4，400 71_5 

55，000 94.1 

22，425 94.1 

32，575 94.1 
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(11)実濃 6.710 
(19)吸収 6.010 

末現収閣接費

つOOT一一

期末棚卸高(実際原価)
材料 20.265

仕掛品 11.323 

製品 ~占笠
S 90.165 

損益勘定
A製品

純売上 8.570 
実際品価 6，614 

実際販売益 1.956 
% 22.8 

蓋引ー来吸収間接費

実際総益

同
盟
叩
叫
川
一
川
一

る。ここで比率の説明を行なうために次のように符号を付してみよう。

A~実際原fiHí. B.5~基準標準原価 c.s~当座標準原価

労務費と間接費についていえば v表H欄の率町は合 =Vl となる。時

c.s 
の実際価格水準を円とおくと，玉5=円となる。したがってV表 J欄の能率を

表す比率吟なる式で求められるのだが，その意味は←tEx警=与
となり，基準標準原価概念による管理指標を示すものである。そしてこれは当

座標準による管理と同じ性格をもつのだが，原価差額を金額で示す方法でなく，

ノミーセ γ トで能率を示すようになっているのである。:もちろん 100%を超過す

る分は能率の増進を意味する。これに対し，材料費の I欄は使用高に対する比

率のため，去という計算式になれ 10師を超過する分は不能率な使用すなわ

ち使用予定超過を意味するのである。

H欄は実際原価の基準標準原価に対する比率を示すものであり，この比率を

数期間並べるとそれぞれの原価要素毎の実際原価趨勢が示されることになる。

この結果，実際原価の価格変動を趨勢的に把握できるだけでなく，実際価格水準

を媒介することにより，それぞれの期の原価管理分析も I欄の比率により実施

可能となるのである。かくてキャマ Yの基準標準原価計算思考は，当座標準原

価による管理内容を包合するところの標準原価計算思考ということになるので

ある。
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さらにキャマ Yの論理に立ち入るならば，管理視点のみならず，財務会計上

の問題である棚御資産の評価についても，基準標準原価計算の方法がすくれて

いるということになる。第四表によれ仕掛品，製品の在庫評価計算を基準標

準原価計算で行ったばあいの結果が示されている。これを単純化して勘定に示

せば次のような記帳手順となる。

仕掛品一一材料，労務，間接

実際標準率 安江際 標準 率

;土ifli鵬ir三

lH主主iFl
A 実際原価 S~茎準標準原価， 戸 V表E欄の比率E=f
計算と記帳手続を簡単に代数式で示すと以下のとおりである。

仕掛品 a/cの計算と記帳手続

与えられている資料は.AlJ A 2 • S10 52. 54. rlo raであ 15。

まず.A1 +A3=As・H ・a・...(実際原価合計)

51+52=58... ー(標準原価合計)

A， 
す工=rs

S4 XYa=A4 ・ . (製品への振替高)

A，-A.=A，......... (仕掛品期未在庫)

製品 a!cの計算と記帳手続

与えられている資料は，A.j， Aa" 54. 55， 58， rs， rsである。

まず，ム+A.=A7......(実際原価合計)

S.+ふ=57…・(標準原価合計)
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A勿

3ご=町

、写sXf'1=As......... (当期売上原何〕

A7-AH=ん・.......(製品期末在庫)

要するに基準標準原価制のもとでは，物的標準に変化がなく，価格変動のみ

が影響するという考え方に立脚しているので，売上原価と期未棚卸資産評価額

を実際原価水準で迅速に計算しうるとしづ利点が生ずるので，財務会計の面か

らも基準標準原価により比率を使えば，完成品の数量の確認のみで，迅速に実

際原価計算の処理が可能になるというのである。

以上がキャマ Yによる基準標準原価計算思考の主要特徴といえるであろ

つ。

N わが国における基準標準原価計算思考の研究

わが国における基準標準原価計算の研究は紹介論文も含めるとかなり早い時

期からみられるが，原価計算の研究のなかでとくに基準標準原価計算を扱った

ものは全体としてみたばあい比較的に少いといわざるをえないのである。

以下，わが国における基準標準原価計算に関する研究の王なものを若干指摘

しておこう o

最初に基準標準原価慨念壱わが国に紹介した研究は，昭和6年11月の「会計」

I~発表ぎれた陶山教授の論文であろう Sめ。昭和 6 年といえば1931年にあたり，

キャマ Yの主著は未だ公刊されていない時期である。 その時にすでに，E.A 

Cammanの論文は， 標準原価に関する一般知識を理解するには恰好のものと

信ずるが故に紹介を試みようと思ふ」叫と書かれて，それまでにキャマンの書

いたもの2めをもとに，標準原価とくに基準標準概念について説明されているの

である。

33) 陶山訪木郎!標準原価の研究.r会計」第四巻第5号j 昭和6年11月号， 1-39へ}ジ。

34) 陶山静木郎，前掲論文. 5ベ-y。
35) International Congress on Account，ing， 1927 に提出されたキャマンの論文“ St日 dard

Costs， InstaIlatlOn and Procedure"に基くほか，注目に示したものなど亡ある。



基準標準原価計買思考について (585) 31 

陶山教授の次にこの問題をとり扱った人は昭和 9年にこれに関係する 2つ の

論文ヤ〉を発表している金出教授である。教授はこの 2つの論文のなかでキャマ

ソの基準標準原価計算理論を問題とし，とくに「会計」に発表した論文では，

キャマ Y を批判的に紹介検討している。キャマ Y の主著の公刊 2年後には，わ

が国でその内容が議論の対象とされていたことがこれによって証明されるわけ

である。

止の昭和9年 (19]4年〕から11年にかけて，吉田良三町，林健二aペ金田実町，

長谷川安兵街40〉，古川栄ーベ の諸教授が，キャマ γに触れ， またはキャマ Y

の書物を参考文献として提示して，標準原価計算研究における基準標準原価概

念をなんらかの形で提起していた。

これらを戦前の先駆的研究ないし紹介とみるならば，戦後にも，基準標準原

価計算を扱った研究が発表され，その最初は昭和24年に公刊された，山辺，松

本，古川の各教授の著書叫の中で展開された。翌年に，互いの著書の紹介を通

じて，松本，山辺両教授の闘で基準標準原価計算について若干の誌上討論があ

り叫，昭和29年には松本教授による論文44〉，さらには昭和33年の「会計」に発

36) 金田実，キャマン原価差異分析の研究. r横浜市立横浜商業専門学技研究論集」曹七輯J 昭和
9年2月 93-110ベージ，同z 理想標準原価と革准標準原価. r会計J.第34巻第 6号z 昭
和 9年5月 6月号。なおz 松本雅男教授はj キヤマゾの基準標準原価計算をわが国に初めて紹
介したのは金日韓経の後者の論tであると述ミておられる(日本における標準原価計葬白.r産
業経理」第10，杏第2号，昭和田平. 38ページ〉が金日教授自身. 2月にまた陶山教授はそれ以
前にI この間閣に不十分ではあれ研究紹介の労をとっておられた。

37) 吉田良三. r原価計算」昭和 9年1

38)担) 日本会計学会編.r原価計草J(W東下野古稀記意論文集j n) ;林健二j 標準原価につい
て，金田実，製造す間接費の標準原価法，昭和10年。

40) 長谷川安兵衛. r標準原価の研究」再販j 昭和10:年。この書物の78へージにはj キャマンにつ
いては陶山教授の論文(注目のもの)を毒照せられたいとある。

41 ) 古川県ー』標準原価に憤る経営統制. r山口商学雑誌」質7巻第1. 2号J 昭和11年。キヤマ
ンは第1号でのみ問題左されている。

42) 山辺六郎 「標準原価計草J昭和24年，松本雅男. r標準原価計算」昭和田年，古川l栄一.r経
営経理論」昭和24年。

43) 松本雅男』日本における標準原価計算.r産業経理」第10巻第 1. 2号j 昭和"年;山辺六郎，
二つの標準原価計算論. r産業経理」第10巷第6. 7号，松本雅男!標準原価計算について 山
辺教控に答うー「産業経理」館10巻第10号。

44) 松本雅男l 基準標準原価概念の研究. r企業会計臨時増刊原価計算j昭和田年4月。なお こ
の論士で技楠構造変化による基準の静正に着目するばあいは，これを基本的標準原価と訳し，実
際原価a 当座標準原価の変動傾向を指数化するためのものに着目するばあいは基盤標準原価と訳
の使い分けをセ張している (57ベージ参照)。
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表された三雲教皮の論文明とし、ったものを加えて，基準標準原価計算概念の研

究の主なものとみることができょう。

とくに最近の原価計算の著書の中での扱い方は，アメリカにおけると同じく，

標準原価計算の中の一概念として説明されているのが普通である。 なかには，

非常に創造的かっ実践的な「二元的標準原価計算」として基準標準原価概念を

問題にする中山教授."のような例もあるが，一般には，基準標準原価概念にあ

る標準の多様化およびキャマン等の計算理論の紹介をふまえた当座標準原価と

の併用の住方などに議論が集中しているようである。

このような事実からみると，基準標準原価概念の役割についての分析は，ま

だ十分果されていないと思われる。したがって，原価計算理論の史的「発展J

のなかで，標準原価概念の多様化としての基準標準原価計算思考を位置づけ，

このような標準概念の発生の条件やその役割をアメリヵ資本主義の矛盾の成熟

との関連で捉え，原価理論としての特殊な性格を検討することによれはじめ

て，原価計算理論の史的「発展」のこの段階での特徴としての基準標準原価計

算思考の正当な評価が与えられるのではなかろうかと L寸本稿の課題に，次章

で私なりの見解を与えてみたいと忠弘

V 標準原価計算論におけ吾基準標準原価計算思考の位置

キャマンに代表される基準標準原価計算思考についてはすでに述ベてきたと

ころからも明らかなように，単に実際原価の変動趨勢分析のための尺度として

の意味のみならず，当座理想標準原価のねらっている実際原価の管理目的にも

価格水準比率を媒介として十分に適応しうるものである。したがってこそ，キ

ャマンにあっては，当座標準原価計算に十分に代位しうるものとして，また，

当座標準原価計算に優越するものとして，基準標準原価計算が主張されてくる

のである町。

45) 三雲宗敏，基準標準原価制と原価管理， r会計」第四巻第3号，基準標準原価申!と経営計画，
第4号;基準標準原価制と損益計算，第5号，昭和四年 9. 10 • 11月号。

46) 中山隆祐， r実践標準原価計曹」昭和40年 (6版)， 323-33ページ。
47) Eric A. Camman， Ba.si& Standard Costs， 1932， p. 41 
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このばあい，キャマンの原価管理はそれぞれの原価要素別に能率分析が行な

われるのであるが，もう lワの主要なねらいは，仕掛品・製品の評価を基準標

準原価計算制度によって実施することによれ実際原価計算としての棚御資産

評価計算の迅速化と簡素化を実現することである o このように管理会計的視点

と財務会計上回評価計算を統ーした比率分析・比率計算が基準標準原価計算の

思考の特徴であろう。しかも計算形式としては従来の標準原価計算が金額によ

る原価差額計算であるのに対し，比率壱用いた分析と計算という新しい手法を

Eっているのである o

しかし，基準標準原価概念はその発生の特殊的要因を正確に反映している。

すなわちそれは物量的標準の変化を除外し，価格変動のみを問題の対象として

いることである。換言すれば，基準標準原価概念は原価要素の価格変動に左右

されない固定的尺度を示す標準であり，実際原価の価格変動趨勢の測定尺度と

しての意味しかもたないのである。それ故，生産諸条件の変化が設備の革新な

どで発生したばあいには，基準標準原価は修正されることになり，このばあい

にはいわゆる基準とはならないのである。

このような基準標準原価概念の確立期における特徴は，まさにかかる思考の

発生する歴史的経済的諸条件に正確に規定されていたとみなければならない。

キャマ Y の主著が発表された1932年は，アメリカのみならず全世界が史上最

高の恐慌におそわれた最盛期であれ 29年にはじまる矛盾の爆発的進行は価格

低下，新設備拡張の停止といった諸現象壱随伴させながら，経営管理のなかで

も原価管理の問題をクローズアップさせたのである。こうした条件を前提とし

て，キャマ y の例示した資料を詳細に検討するならば，そこで問題にされてい

る価格水準はすべて基準標準原価よりも低下するという仮定にな〉ていること

の意味が理解されるはずである。

かくして，キャ~-:/が当座標準原価によって実際原価の管理を行なうばあL 九

原価差額が貸方に出るのは困るという意味が理解されるのである。原価弟額が

貸方lこ出るのは能率上昇に因る利益発坐巷意味するのでなく，価格水準におい



40 (588) 第 100巻第6号

て標準原価のほうが実際原価よりも高いばあいが想定されてし、るのであれこ

うした結果が生ずるぱあいは確かに当座標準原価の意味は原価差異分析が詳細

に行なわれるばあいを除いて，少くとも規範性壱失なってしまっているという

ことになろう。それと同時に，財務諸表上に計上される評価額もこの標準原価

によるならば過大計上ということにならざるをえない。しかも，不況期のため

新設備の拡張が停滞することにより，物量標準についての修正が当分は必要と

ならない史的条件を考えると基準標準原価計算思考は生まれるべくして生成し

てきたということになろう。

この土ろな基準標準原何計算思考の生成は特殊な歴史的経済的諸条件を考慮

に入れて考えないと正当に理解できないものである。したがって，かかる歴史

的経済的諸条件一一価格低落傾向と新設備拡張停滞傾向 が失われてくると

基準標準原価計算思考は必ずしも原価計算制度として定着レなくなるのは当然

である。それに加えて，勘定外の比率計算や記入そして比率分析は，会計実務

が決算財務諸表作成に主要な分野を見出している限りはなじみの薄いものとな

らざるをえず，また，原価差額を金額によって示す方法が絶対的で筒明である

のに対し，比率表示はそれ自体が相対表示であり，内容的に高度な管理的性格

を有するばあいでも，絶対額による差額の表示が財務会計的実務が管理会計的

手法を圧倒しているばあいには採用されることは十分考えられることである。

基準標準原価計算思考に基く原価計算制度が実務界でそれほど広ろがらなか

った理由は以上にみたごとし基準楳準原価計算思考そのものに根ざす発生史

的性格によると考えられるの Fある。しかし，ひとたび確立した基準標準原価

計算思考は，その確立期における発生条件を失な q てしまった段階においても

思考としては原価計算理論の中に定着する。それは，期間比較としての趨勢分

析概念としてまた尺度としての標準概念として，形核化した形で原価計算理論

の中に定着し当座標準原価概念を補完する役割を果すのである Q

しかし，現実の経済的条件の変動により，資本主義的矛盾の激化が個々の企

業に要請する課題は，原何計算理論の分野でみれば新しい対象や概念を要求せ
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ざる壱えなくなってくるのである o 基準標準原価概念の退潮の中で実際原価の

管理のための理論として，操業度の差異から生「る間接費差額を管理するため

の理論として変動予算理論が，そしてこれに対応する直接原価の管理のための

理論として直接原価言I算理論が，生産過程の「合理化Jと流通過程における市

場支配のいっそうの進展に伴い，原価計算理論の「発展」として登場してくる

のであるが，これらの問題についてはなお続稿で kり扱うであろう o


